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金星は地球と双子遊星
　　　The　Venus．
闘バ1卜G．エイトケン　Roろert　G・Aitken・
　この頃，「宥の西室に見られる明るい星は何ですか？」とは年始めに何回もき
く疑問である．叉，隔る時は，「朝4時頃，東天に見える大暦明るい星は何です
か？」といふ疑問も受ける．
　爾者への解答は，「其れは恒星ではなくて，地球の双子遊星と屡々呼ばれる金
星です．金星は地球と殆んど同大で，多くの貼で地球に似て居ります．遊星の
中で最：も明るく，どの恒星よりも明るいです」といふのである．
　沓と曉の星が同一な事はピタゴラス．の時代にも知られて居た；之は，早くか
ら室を眺める者の推理力を出陣する事實であった．時々，此うした星は，丁度
日没後の西室に低く現はれ，叉，其の間，漸次明るくなって，殆んど8ケ月の
間，夜々太陽から離れて行くのが見られる．斯くて，太陽から約48。の所で東
方離角に達してから，後戻りして，約10週間後，太陽の光線の中に浩失するの
が見える．叉，彼等は容易く日中にも見えるので，逆行した後，約1ケ月最も
明るく，2～3日の間，夕：方に張い影を投げるのに氣付く．其の後，少しして金
星は曉の星として眺められる様になり，又，西方離角に達した10週以内に，毎
朝少しつつ早く昇って，太陽から西方に急速に往漏するのを見る．博いで金畢
は叉後戻り，8ケ月後には再び太陽光線の中に消失する．
　古代人は望遠鏡が無かったので，現在の様に党分に東西へ往來する中間に金
星が日の近くを通過する事が澤らなかった．金星は最初宥室に現れる時は漏月
の形となり，離角には牛月形となり，宵から曉の星へと攣る時期には溝えるや
　　　　　　　　　　　　のうに細く三日月の形となり，形が斯様に曉天でうろついて居る間に，諸相は月
の逆の順序を繰り返すのである．彼等は，湖月の時よりも新月の時の方が6倍
も大きいので，金星の見掛け上の直径は，位相と共に攣る事を人々は知らなか
ったのである．
　これらの諸現象は，金星が全く地球の軌道内を巡るといふ事實によって説明
が出來る．太陽との亭均距離は，地琢が14950萬粁であるの忙謝して，金星は
10820萬粁である．二つの天盟が太陽の反封側にある時，自Pち外合の時は，爾
者の距離は約258，000，000粁である．此の位置では，9金星は，見掛け上，最：短の
直径となり，吾人に一ぱい輝V・た牛面を向ける．丙合となって，2天工が太陽
と同じ側に一列に列ぶ時には，相互に42，000，000粁以内となり，金星の見掛け
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の直径は極大に達するが，その暗い湖面は吾kの：方に向いて居る．
　地球より見る金星の位相と距離との關係から，金星は宥室では東方最大離角
より，或は，曉室では，西方最大離角より約32日前後，旧い三日月形である時
光は最も明るくなる。地球から眺めた時の太陽の檬に，金星はその軌道の一部
分では天の赤道の北に；叉，母樹側にある時には赤道の南にある．大離角の時
に，赤道のすっと北に此の星がある時には，北孚球の位置からは襯察に極めて
好都合となる．金星が太陽を一公韓するのは，僅か225日かNるが，一定の形
相から再び同じ形相になるまで（新月の様な）には584日かsる．そのわけは，
地球が叉同じ：方向に太陽の周りを巡るからである．
　金星の軌道面が赤道面と…致したならば，金星は内合を過ぎる度毎に太陽面
を通過する筈である．然し，其の實際の面は赤道に3020’の角嘉言V・てるるの
で，金星が内合の際，二つの面が交叉する黒占，邸ち交黙の一方に極めて近い時
にのみ，通過は行はれる．其れ故に，金星の通過は可なり珍しい現象であるが
2回の通過の間に8年の聞隙をおいて，やって來ることは，非常に珍しい現象
である．例へば，1874年の十二月9日と，1882年十二月6日とに起つた最：近の
例を思ひ、出す人があらう．然し，今，生存じて居る人の中で，2004年六月8日
．と，，2021年六月6日とにある筈の亥の機會を隔る入は殆んどなV・と思はれる．
　金星が“地球の双子遊星”と屡々呼ばれる事は既に述べた．金星の直径は，
12400粁である．地球は12756粁である．其れで金星の表面積は地球の95％であ
り，容積は92％である．衛星はないが，地球と火星の運動を引力によって擢面
する影響を及ぼす事から考へて，金星の質量は地球の81％，密度は88％と計算
されて居る．斯様な遊星は充分に廣大な大氣を有つ事が出來るし，内合や通過
の節に襯測された現象からも，問題なく大氣の存在を示す．實際，吾々．は金星
の固V・表面が見られないけれど，只，大忌中に濃い雲の上層表面が見えてみる
のだ．止ヒの見解を有利にする議論としては，光の反射力，EPち“アルベ1ド”
が極めて高い事に見出される．金星の表面の班黒占は，唯一時的のものに過ぎな
V・．泊れは篁外光線で撮った爲眞で最も良く撮れる．叉，熱量測定では金星の
夜馬も尾側も共に雨漏の零下約16度といふ同じ温度を示す事實に於ても慮る．
　之等の測定は明らかに金星の雲の上面表面か，或は，表面上の大氣と關温し
て，最高所にある雲の表面上では，地球大氣に見られる比較的低温度と同様な
等温暦である鳥距に注目する必要がある・魚層の下でも，金星上の大氣は，地
球の表面にあるよりも以上に高いものである．
　金星の自韓速度は繹らないが，それは約1ケ月の長さであると信ぜられる理
由が幾つかある．若し假りに之が正しいとすれば，金星は生物の住家であると
する可能性があると思はれる．蓋し，金星には廣大な大氣があり，叉，太陽か
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ら豊富な，しかし，恐らく多過ぎるとは言へない熱と光とを受けてみる．部ち
金星は雲に掩はれて居り，直接の観測では此の事實を是認する事は出來なV・し
之迄度々失敗に絡つたとは言へ，スペクトル二二の方法で，大氣中の水瓦葺や
酸素を見つけ出さうと試みられてみる．高く最近，ヰルソン山天文毫のアダム
ズ氏とダンナム氏は金星のスペクトルの赤外部に極く著しい吸直線を認めた．
之らの帯の位置及び帯構造に關する斯様な理論的な智識は，所謂“帯は炭酸ガ
スに基づくとする公明な孤島”を與へるのである．此の鑑定の正確さを想定し
て，金星に生物の存在を肯定するか，或は，否定するかの議論が出來るだらう
か？　地球上では動物や植物が充満して居るが，地球の大氣中に炭酸ガスは極
く小部分に過ぎないし，叉，大抵の火山の訟訴に依って殆んど現はれなV・．地
球大氣に曾てあったと思はれる過剰な炭酸ガスが，石友石や大理石及び他の地
殻中の炭酸踵に含まれてみた以前には，地球上に生物の可能性があっただらう
か？　之らの最：新の極めて興味深い観測は金星上の生物の存在に有利な理論と
して用ひられる事は極めて疑はしV・．吾人が未だ解答を知らない多数の問題中
の一つと此の疑問を見徹すべきだと筆者は老へる．（A．S．　P．　L．48．，一佐登見諜）
天　界　　問 答
　問：下の三ケ條を御教へ下さい．（T）
　（1）ドイツの小遊星年鑑のドイツ債と獲行所．
　（2）二二二三協會二二の星圓の米山．
　（3）彗星年鑑の如きものの出版の有無．
　答：（1）ド・イツの小遊星年鑑とは，ベルリン市ダ1コ口匿のCoppernicus・
Institut（元はAstronomisches　Rechen－lnstitutと言ったもの）から毎年出
版される“Kleine　Pl・qneten，　Elemente　und　OPPositions－Ephemeriden”で
せうが法れはドイツ慣は2マルクです．しかし最：近は全く輸入が不可能です．
　（2）米國攣丸払會（American　Association　of　Variable　Star　Observers）の
事實上の中心はハ1バード大面天文豪にありまして，温感眞の星圖を希望者に
頒布してゐますが，慣は一寸不明です．大した高張ではありませぬ．
　（3）彗星年鑑などと稻へて毎年定期に稜行される印刷物はありません．但し
ドイツのA．G．協會は其の機關誌Vierteljahrsschriftに一ケ年分つつの彗星
記事を出しますし，又，英國のR．A．　S．學會でも機關誌Monthly　Noticesの
毎年の二月號に彗星記事が載ります．しかし此等よりも，寧ろ英國B．A．　A．協
會の年鑑Handbookに毎年出現豫定の彗星の豫報が載りますのが，観測者に
は使利です．（東亜生）
